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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第20期

第３四半期連結
累計期間

第21期
第３四半期連結
累計期間

第20期

会計期間

自平成22年
４月１日
至平成22年
12月31日

自平成23年
４月１日
至平成23年
12月31日

自平成22年
４月１日
至平成23年
３月31日

売上高（千円） 30,691,29233,185,20040,791,227

経常利益（千円） 4,935,0235,225,5296,369,613

四半期（当期）純利益（千円） 2,438,5042,742,3133,119,848

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
2,429,6152,745,4453,124,061

純資産額（千円） 28,923,69431,322,70629,625,325

総資産額（千円） 36,208,81939,383,42537,525,235

１株当たり四半期（当期）純利益金

額（円）
215.30 242.13 275.46

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 79.9 79.5 78.9

　

回次
第20期

第３四半期連結
会計期間

第21期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自平成22年
10月１日
至平成22年
12月31日

自平成23年
10月１日
至平成23年
12月31日

１株当たり四半期純利益金額（円） 76.33 78.65

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

      ２．売上高には、消費税等は含んでおりません。　

      ３．第20期第３四半期連結累計期間及び第20期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額について

は、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため、記載しておりません。また、平成22年５月31日をもっ

て新株予約権の権利行使期間が終了し消滅しており、第21期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

      ４．第20期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。　

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前連結会計年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。　

(1）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、平成23年３月に発生した東日本大震災に伴う景気の落ち込みによ

る反動により、夏場にかけ急速に回復しましたが、解決の出口が見えない欧州債務危機の広がりが世界的な株式市場の

下落や為替相場において更なる円高の進行を誘発し、徐々に景況感を弱めながら推移いたしました。

　外食産業におきましては、震災の影響により低下した消費マインドに改善の兆しがみられたものの、厳しい経済情勢や

将来の増税・年金改革議論の進展を意識した消費者の防衛意識が高まり、全般的に非常に厳しい経営環境となっており

ます。

　このような状況の中、当社グループは、既存店の品質レベルの維持向上に努めるとともに、計画に基づく安定的な新規

出店及び既存業態から派生した業態開発の深堀りに注力してまいりました。

　新規出店の状況につきましては、当第３四半期連結累計期間中にベーカリーレストラン・サンマルク直営５店舗、フラ

ンチャイズ店１店舗、計６店舗、すし処函館市場直営１店舗、宝田水産（すし業態の実験）直営１店舗、計２店舗、ベーカ

リーレストラン・バケット直営３店舗、グリルメニュー主体のＢＩＳＴＲＯ３０９直営１店舗、計４店舗、生麺工房鎌倉

パスタ直営７店舗、サンマルクパスタ直営１店舗、パスタメニュー主体のＢＩＳＴＲＯ３０９直営４店舗、計12店舗、台

湾小籠包直営３店舗、サンマルクカフェ直営19店舗、フランチャイズ店１店舗、計20店舗、実験中の倉敷ハンバーグ直営

２店舗、倉式珈琲店直営２店舗をそれぞれ出店（当第３四半期連結累計期間出店数：直営店49店舗、フランチャイズ店

２店舗、合計51店舗）し、これにより当社グループ全業態の当第３四半期連結会計期間末の合計店舗数は、直営店559店

舗、フランチャイズ店108店舗、合計667店舗体制となりました。

　これらの結果、当社グループの当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高331億85百万円（前年同期比8.1％増）、経

常利益52億25百万円（同5.9％増）、四半期純利益27億42百万円（同12.5％増）となりました。

　セグメント別の業績等は次のとおりであります。

　レストラン事業売上高は176億87百万円（前年同期比6.9％増）、営業利益は31億75百万円（同0.1％増）となりまし

た。

　ファーストフード事業売上高は141億63百万円（前年同期比11.3％増）、営業利益は25億75百万円（同15.9％増）とな

りました。　
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(2）財政状態の分析

  当第３四半期連結会計期間末の財政状態は、総資産は393億83百万円となり、前連結会計年度末と比較して18億58百万

円の増加となりました。

  資産の部では、流動資産は122億33百万円となり、前連結会計年度末と比較して50百万円の増加となりました。これは

主に未払法人税等の支払等に伴い現金及び預金が４億93百万円減少した一方、売掛金が６億27百万円増加したこと等に

よるものであります。

  固定資産は271億50百万円となり、前連結会計年度末と比較して18億７百万円増加となりました。これは事業拡充のた

めの直営店出店等に伴う建物及び構築物９億11百万円、店舗用地の取得に伴い土地が４億95百万円及び敷金及び保証金

が２億71百万円それぞれ増加したこと等によるものであります。

  負債の部では、流動負債は51億16百万円となり、前連結会計年度末と比較して８百万円の減少となりました。これは買

掛金が３億９百万円増加、事業拡充のための直営店出店等に伴うリース債務が１億15百万円増加したこと及び未払金が

31百万円増加した一方、未払法人税等が４億82百万円減少したこと等によるものであります。

　固定負債は29億44百万円で前連結会計年度末と比較して１億69百万円の増加となりました。これは主に直営店出店に

伴う資産除去債務が１億30百万円増加したこと及び預り敷金保証金が19百万円増加したこと等によるものであります。

  純資産の部は前連結会計年度末と比較して16億97百万円増加して313億22百万円となりました。この結果、自己資本比

率は79.5％となりました。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年２月９日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 11,388,685 11,388,685
東京証券取引所

市場第一部

権利内容に何ら

限定のない当社

における標準と

なる株式であ

り、単元株式数

は100株であり

ます。

計 11,388,685 11,388,685 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年10月１日 

～ 

平成23年12月31日

－ 11,388,685 － 1,731,177 － 14,355,565

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成23年９月30日）に基づく株主名簿による記載をして

おります。

①　【発行済株式】

 平成23年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　63,100 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　11,247,500 　　　  112,475 －

単元未満株式 普通株式　　　78,085 － －

発行済株式総数           11,388,685 － －

総株主の議決権 －        112,475 －

（注）１．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が100株及び株主名簿上当社子会社

である旧株式会社サンマルク（現株式会社サンマルクカフェ）名義となっておりますが、実質的に所有して

いない株式3,900株が含まれております。

２．「単元未満株式」の株式数の欄には、証券保管振替機構名義株式52株、自己保有株式55株が含まれておりま

す。

②　【自己株式等】

 平成23年12月31日現在

所有者の氏名又は名
称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社サンマルク

ホールディングス

岡山市北区平田

173番地104
63,100 － 63,100 0.55

計 － 63,100 － 63,100 0.55

（注）　上記のほか、株主名簿上は当社子会社である旧株式会社サンマルク（現株式会社サンマルクカフェ）名義と

なっておりますが実質的に所有していない株式が3,900株あります。なお、当該株式数は、上記「発行済株式」

の「完全議決権株式（その他）」の欄の普通株式に含めております。

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成23年10月１日から平

成23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、京都監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,804,324 9,310,686

売掛金 1,739,192 2,366,229

商品 221 234

原材料及び貯蔵品 165,041 234,103

その他 487,459 336,321

貸倒引当金 △13,479 △14,569

流動資産合計 12,182,761 12,233,006

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 12,307,190 13,218,722

土地 2,592,943 3,087,944

その他（純額） 1,790,690 1,901,808

有形固定資産合計 16,690,824 18,208,475

無形固定資産

その他 88,437 116,543

無形固定資産合計 88,437 116,543

投資その他の資産

敷金及び保証金 6,886,222 7,158,018

その他 1,676,990 1,670,676

貸倒引当金 － △3,295

投資その他の資産合計 8,563,213 8,825,399

固定資産合計 25,342,474 27,150,418

資産合計 37,525,235 39,383,425

負債の部

流動負債

買掛金 1,180,519 1,490,284

未払金 1,668,953 1,700,479

未払法人税等 1,285,066 802,493

引当金 85,519 93,879

資産除去債務 5,369 3,124

その他 899,820 1,026,095

流動負債合計 5,125,249 5,116,356

固定負債

引当金 64,856 76,625

資産除去債務 1,230,572 1,360,714

その他 1,479,232 1,507,022

固定負債合計 2,774,661 2,944,362

負債合計 7,899,910 8,060,719
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,731,177 1,731,177

資本剰余金 3,038,800 3,038,800

利益剰余金 25,023,477 26,718,171

自己株式 △176,226 △176,672

株主資本合計 29,617,228 31,311,477

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 8,097 11,229

その他の包括利益累計額合計 8,097 11,229

純資産合計 29,625,325 31,322,706

負債純資産合計 37,525,235 39,383,425
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

売上高 30,691,292 33,185,200

売上原価 6,799,802 7,214,691

売上総利益 23,891,490 25,970,509

販売費及び一般管理費 18,970,546 20,764,613

営業利益 4,920,944 5,205,896

営業外収益

受取利息 4,105 15,570

受取配当金 3,230 1,940

受取賃貸料 68,234 75,630

その他 41,674 11,756

営業外収益合計 117,245 104,898

営業外費用

支払賃借料 58,729 66,161

為替差損 17,775 7,865

持分法による投資損失 479 －

その他 26,181 11,237

営業外費用合計 103,165 85,264

経常利益 4,935,023 5,225,529

特別利益

固定資産売却益 3,421 －

投資有価証券売却益 1,026 －

特別利益合計 4,447 －

特別損失

固定資産除却損 72,910 119,390

減損損失 163,354 136,844

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 361,460 －

特別損失合計 597,726 256,234

税金等調整前四半期純利益 4,341,744 4,969,294

法人税、住民税及び事業税 1,958,110 2,109,500

法人税等調整額 △54,869 117,481

法人税等合計 1,903,240 2,226,981

少数株主損益調整前四半期純利益 2,438,504 2,742,313

少数株主利益 － －

四半期純利益 2,438,504 2,742,313
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 2,438,504 2,742,313

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △11,917 3,131

為替換算調整勘定 3,028 －

その他の包括利益合計 △8,889 3,131

四半期包括利益 2,429,615 2,745,445

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,429,615 2,745,445

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　　　当第３四半期連結累計期間　（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

　(１)連結の範囲の重要な変更

　　　該当事項はありません。

  (２)持分法適用の範囲の重要な変更

　　　該当事項はありません。　

【会計方針の変更等】

      当第３四半期連結累計期間　（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

　    該当事項はありません。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　当第３四半期連結累計期間　（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

　    該当事項はありません。

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び前第３四半期連結累計期間に係る四半期

連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除

く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

減価償却費  　1,293,474千円 1,457,453千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

　配当金支払額

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月24日

定時株主総会
普通株式 520,994 46.00平成22年３月31日平成22年６月25日利益剰余金

平成22年11月11日

取締役会
普通株式 481,352 42.50平成22年９月30日平成22年12月10日利益剰余金

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

　配当金支払額

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月24日

定時株主総会
普通株式 537,969 47.50平成23年３月31日平成23年６月27日利益剰余金

平成23年11月10日

取締役会
普通株式 509,648 45.00平成23年９月30日平成23年12月９日利益剰余金

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成22年4月１日　至　平成22年12月31日）

   １ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

 （単位：千円）

　
　報　告　セ　グ　メ　ン　ト　

　合　計
調　整　額　

（注）１・２　

四半期連結損益計算書

計上額　

（注）３　 レストラン  ファーストフード

売上高 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高

　

セグメント間の内部売上高

又は振替高　

    16,548,183

　

　        －

    12,723,871

　

　         －

 29,272,055

　

　        －

　　1,419,237

　

　　　  　 －

　　30,691,292

　

　　　　　－

　　　　　計 　　16,548,183　　12,723,871　29,272,055　　1,419,237 　　　30,691,292

セグメント利益 　　　3,171,855　　　2,221,140　　5,392,995　　△472,050 　　　4,920,944

（注）１．外部顧客への売上高の調整額は、当社が運営している実験業態店舗に係る売上であります。

　　　２．セグメント利益の調整額は、当社が運営している実験業態店舗に係る売上原価305,501千円、各報告セグメントに

配分していない全社費用1,585,787千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販

売費及び一般管理費であります。

　  　３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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　 ２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　「レストラン」及び「ファーストフード」セグメントにおいて、固定資産に係る重要な減損損失は認識して

いないため、記載を省略しております。

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。　

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。

　Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成23年4月１日　至　平成23年12月31日）

   １ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

 （単位：千円）

　
　報　告　セ　グ　メ　ン　ト　

　合　計
調　整　額　

（注）１・２　

四半期連結損益計算書

計上額　

（注）３　 レストラン  ファーストフード

売上高 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高

　

セグメント間の内部売上高

又は振替高　

    17,687,378

　

　        －

　   14,163,206

　

　         －

 31,850,585

　

　        －

　　1,334,614

　

　　　  　 －

　　33,185,200

　

　　　　　－

　　　　　計 　　17,687,378　　14,163,206　31,850,585　　1,334,614 　　　33,185,200

セグメント利益 　　　3,175,839　　　2,575,089　　5,750,928　　△545,032 　　　5,205,896

（注）１．外部顧客への売上高の調整額は、当社が運営している実験業態店舗に係る売上であります。

　　　２．セグメント利益の調整額は、当社が運営している実験業態店舗に係る売上原価297,545千円、各報告セグメントに

配分していない全社費用1,582,101千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販

売費及び一般管理費であります。

　  　３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

   ２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　「レストラン」及び「ファーストフード」セグメントにおいて、固定資産に係る重要な減損損失は認識して

いないため、記載を省略しております。

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。　

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。　

（企業結合等関係）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 215円30銭 242円13銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（千円） 2,438,504 2,742,313

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 2,438,504 2,742,313

普通株式の期中平均株式数（株） 11,325,893 11,325,577

　(注)　前第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜

在株式が存在しないため記載しておりません。また、平成22年５月31日をもって新株予約権の権利行使期間が終

了し消滅しており、当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在

株式が存在しないため、記載しておりません。　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

　平成23年11月10日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

１．配当金の総額　　　　　　　 　　　　　　　　　　509,648千円

２．１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　45円

３．支払請求の効力発生日及び支払開始日　　　　平成23年12月９日

（注）平成23年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行っております。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独 立 監 査 人 の 四 半 期 レ ビ ュ ー 報 告 書 

平成２４年２月９日

株式会社サンマルクホールディングス

取　締　役　会　御　中

京　都　監　査　法　人

 
指　定　社　員

業務執行社員
 公認会計士 山　　本　　眞　　吾　　印

 
指　定　社　員

業務執行社員
 公認会計士 高　　田　　佳　　和　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社サンマル

クホールディングスの平成２３年４月１日から平成２４年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

（平成２３年１０月１日から平成２３年１２月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成２３年４月１日から平

成２３年１２月３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半

期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社サンマルクホールディングス及び連結子会社の平成２３年１２

月３１日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じ

させる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以　　上
　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が四半期連

結財務諸表に添付する形で別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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